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◎重点プラン候補施策

No. 分野 小施策名 種別 キーワード
該当
ページ

1 都市・住宅 役場周辺の土地利用の推進

2 都市・住宅 インターチェンジ周辺の土地利用の推進

3 都市・住宅 砂利採取跡地の有効利用

4 産業・観光 交流の場づくり 活力 安心 波及 交流 33

5 教育・学習 スポーツを通じた交流

6 教育・学習 スポーツ環境の整備・充実

7 産業・観光 食と特産品づくり 活力 快適 波及 ブランド 32

8 自治・連携 シティプロモーションの推進 活力 快適 波及 ＣＰ 47

9 都市・住宅 住宅・住環境整備による定住促進

10 都市・住宅 空家・空地対策の充実

11 産業・観光 地域雇用の創出 快適 活力 波及 雇用 34

12 自然・環境 森林の保全と緑化の推進

13 自然・環境 里山の景観づくり

14 都市・住宅 生活交通サービスの拡充 快適 安心 波及 交通 28

15 健康・福祉 子どもたちの居場所づくりの推進

16 健康・福祉 切れ目のない子育て・子育ち支援

17 自治・連携 協働活動推進のためのシステムづくり 安心 活力 快適 中心 協働 40

18 健康・福祉 高齢者にやさしい環境整備

19 健康・福祉 地域ぐるみ福祉ネットワークづくり

20 防災・防犯 自主防災組織活動の支援

21 防災・防犯 地域防犯体制の整備

22 健康・福祉 健康づくりを応援するしくみと活動の充実

23 健康・福祉 未病を改善する活動の促進

24 教育・学習 地域に根ざした学習活動

25 教育・学習 世代間交流の促進

活力 11 自然・環境 2
快適 11 健康・福祉 6
安心 11 教育・学習 4

33 都市・住宅 6
産業・観光 3
防災・防犯 2
自治・連携 2
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子育て

拠点

定住

「快適」な里都まちくらしに不可欠な町内外への移動手段の向上
老若男女、誰もが「安心」して暮らせる生活インフラとしての移動手段の確保

活力 安心 波及 スポーツ
スポーツイベント等による交流人口増加（「活力」）、スポーツを通じた地域コミュニティ
や健康づくりの意識醸成（「安心」）

定住促進に向けた施策（宅地開発の促進、三世代同居支援、空家マッチング）により
「快適」なライフスタイルを実現し、地域の「活力」、「安心」な暮らしに繋げる

「活力」を生み出す産業系拠点・交流拠点の整備により交流人口の増加を実現し、
「快適」・「安心」な暮らしに繋げる

地域ブランドの創出による地域経済の活性化（「活力」）、新たな雇用機会の創出（「快
適」）

ＣＰによる知名度の向上（「活力」）、町民のシビックプライド醸成と推奨度の向上（「快
適」）

町民（企業就労者含む）同士の交流による地域活性化（「活力」）と、地域コミュニティ
の形成や顔の見える関係づくり（「安心」）

活力 安心 中心

快適 安心 波及

説　　　明

豊かな自然環境の保全による温もりある里都まちくらしの実現（「快適」）、自然環境を
地域資源として活用する体験型交流事業（「活力」）

一人ひとりがまちづくり主体として、さまざまな分野置いて協働による地域の「安心」を
支え、協働の取組による地域の「活力」を生み出し、「快適」な暮らしを実現する。

快適 活力 波及 自然環境

特産品創出などにより新たな雇用を創出し、職住近接による里都まちくらしを実現
（「快適」）、地域ブランドの創出による地域経済の活性化（「活力」）

関連する基本理念

活力 快適 安心 中心

若い世代の「快適」な里都まちくらしを手厚い子育て支援施策により後押し、地域での
子育てネットワーク構築による「安心」感

快適

支援を必要とする人を地域で支え合うことによる「安心」
地域の連帯により孤立化を防ぐことで得られる豊かで「快適」な生活

安心 活力 波及

安心 快適 波及 介護・福祉

安心 活力

安心 快適

学習活動を通じた地域の連帯や世代間交流により生まれる「安心」
町民間の交流を通じた主体的な活動の活発化による生まれる「活力」

地域ぐるみの自助・共助を促進し「安心」な暮らしを実現
地域の連帯による安心感に支えられた「快適」な暮らしの実現

波及 学習・交流

波及 防災・防犯

保健・未病
地域で「安心」して自立した生活を送るための健康づくりを応援する仕組みづくり
生涯を通じて誰もが生き生きと健康な暮らしを営むことにより生まれる「活力」
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